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　西中村隆一教授のキャリアのスタートは腎臓内

科医です。人工透析が必要となる多くの患者を診

てきた経験から、腎臓発生の研究の道へと進んだ

のは1996年のことでした。

　「カエルを使い、腎臓発生にかかわるたくさんの

遺伝子を取り出すところからはじめ、約3年間、遺

伝子解析を繰り返しました」。腎臓の発生を明らか

にし、再生につなげるなど「夢物語」と言われてい

た時代。それでもあきらめることなく一つひとつ

歩を進め、2001年、ついに見つけたのがSall1遺

伝子です。Sall1欠損マウスに腎臓が形成されな

いことを突きとめた西中村教授はその後、Sall1が

多く存在する場所を見つけ、そこに腎臓のもとと

なる前駆細胞があるのではないかと推測。ES細

胞からその前駆細胞をつくる実験がスタートした

のは、2006年のことでした。

　「ところが、そこから先がなかなか進まない。2

年間進展がないところに大学院生として入ってき

たのが太口敦博君でした」。太口先生（助教を経て

留学中）へ「遺伝子改変マウスを準備して渡し、実

験をしてもらっていたとき、予想外のことが起こり

ました」と西中村教授。太口先生は、「ここにはで

きないだろう」という“常識”から外れ、それまで

捨てていた細胞を使って試したのです。するとそ

ちらの方に腎臓の元となる前駆細胞が存在する

可能性が出てきたのでした。

　さらに、西中村教授いわく「20年も研究していれ

ば、こんな幸運があっていいかもしれない」という

出来事が起こります。太口先生が見つけた可能性

を試すための遺伝子改変マウスは報告されておら

ず、新しくつくるには、1年半から2年という時間が

必要でした。「困って、当時発生研にいた佐々木教

授に聞いたら、なんと彼が持っていたんです。ラッ

キーとしか言いようがない出来事でした」。熊本大

学には生命資源研究・支援センターがあり、遺伝子

改変マウスの作製および提供元としても長い伝統

を持っています。「私たち発生研の研究者は、それ

も頼りにここで研究をしています。佐々木教授のと

ころにあったのは、偶然であり必然とも言えます

ね」と西中村教授は語ります。

　2012年9月、西中村教授らはついに、世界初と

なる、マウスのES細胞から腎臓の組織作製に成

功。そして1年足らずでヒトのiPS細胞を使って腎臓

の組織をつくることにも成功し、論文が発表されま

した。「あれは、これまでの私の研究者人生の中で

一番幸せな瞬間でした」と当時を振り返ります。

　「若い人はいいですね、くじけない」と西中村教

授。「ここまで試さなくても、と思うようなことも試

してくれる。ちょっと試すだけでもものすごい労

力がかかるものなのに。概して、少し知識が増える

と、”この可能性が一番高いだろう”と思っていわ

ゆる“常識外”を試さなくなりがち。でも、常識の

外に正解があることも往々にしてある。発生研の

学生たちはその“常識外”にもチャレンジしていま

す」。「自分の想像を超えるような可能性を、徹底

的に試してくれた」と、西中村教授は太口先生の仕

事ぶりを評します。「私の恩師の口癖は、“パイオニ

アであれ”。野球で言えば、大リーグへの道を拓い

た野茂のような存在です。そして太口君をはじめ、

後に続く多くの研究者たちは、きっとイチローのよ

うな存在になるんでしょう。お互いに“世界”と競

争し合うことで、サイエンスが進み、患者さんの望

みがより早く実現することを願っています」。

　とはいえ、腎臓はとても複雑な臓器。4つの部分

に分かれていると考えられ、「今回できたのは、中

でも難しい部分です。でも、まだあと3つあって、4

つ目が血管です。腎臓は、血管が入り、血液が尿と

なって出ていくという機能がなければなりませ

ん」。患者さんに応用できるのはまだ先ですが、

「道筋はつけたい」と西中村教授。「1打数1安打な

ら失敗はないけど、つまらない。10打数3安打の

方が正解に当たる。研究には、そんな姿勢が大事

です」。これからの研究者へ、そして自らも奮い立

たせるように、力強く語ってくれました。
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もっとも複雑な臓器の一つと言われる腎臓。
その発生機構解明と再生は「夢物語」とも言われました。
しかし今、西中村隆一教授と研究室スタッフは、
その夢へ近づく、また一つ大きな扉を開けようとしています。
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現在の主な腎臓病治療法である透析や腎移植は、
患者の皆様とそのご家族にとって甚大な負担と
なっています。iPS細胞由来の腎臓オルガノイドや
遺伝子改変動物など多様なシステムを統合するこ
とで、より良い腎臓病治療と新しい生物学的知見
への貢献を目指しています。

腎臓を形成する前駆細胞は、腎臓を作り上げた後すぐに
消失してしまいます。それが腎臓が再生しない理由の一
つかもしれません。発生学を通して腎臓前駆細胞の性質
を理解し、それらを人工的に体外で増やし、長期間の培
養や凍結保存を実現化する研究を行っています。患者さ
んに負担のない新しい治療法の創出を目指しています。
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